
 

 記者発表資料（２）                      福 島 市  
 

令和４年５月１１日 

 

防災教育モデル事業 「佐倉小学校 ぼうさい体験パッケージ」 
～気軽に楽しく防災について学ぼう！～ 

 

 子どもたちをはじめ、様々な世代が「気軽に楽しみながら防災について学ぶ」機会を創出

する本市初の事業として、防災教育モデル事業「佐倉小学校 ぼうさい体験パッケージ」を

実施します。 

子どもたちや保護者、先生が学校行事（運動会、避難訓練（小学校・幼稚園合同）、救命

救急学習）でのチャレンジ体験メニューを通して、災害時の３つの場面（平時、災害発生時、

避難生活時）における備えや対応力について学びます。 

 

記 

 

１．佐倉小学校 ぼうさい体験パッケージ 

 （１）対象／佐倉小学校 児童１０５名、保護者、教職員 

       佐倉幼稚園 園児 １６名、保護者、教職員 

 

 （２）パッケージ内容 

学校行事 運動会 避難訓練 救命救急学習 

日  時 

５月１４日（土） 

８：３０～１２：００ 

※雨天時は１５日（日）に順延 

５月２０日（金） 

１３：００～1６：００ 

７月１日（金） 

１４：００～１４：４５ 

チャレンジ 

体験メニュ

ー 

・災害脱出救済リレー※１ 

・救援物資ジェスチャー 

ゲーム※２ 

・防災給食の配付（児童・ 

園児）、実食（教職員） 

・動画「デジタル防災訓練」 

・コロナ禍での心肺蘇生 

法講座 

・心臓マッサージ体験 

災害時の場

面 
災害発生時、避難生活時 

平時、災害発生時、 

避難生活時 
平時、災害発生時 

 ※１ 災害発生直後に想定される障害を切り抜けながらゴールを目指す競技（１～３年生）

がれきゾーンや網くぐりゾーン等の危険を回避し、ゴールを目指すことで災害への対

応力を学びます。 

 ※２ 避難所で不足する物資をジェスチャーのみで伝え、持ってきてもらう競技（４～６ 

年生） 

避難所で必要となる物資やコミュニケーションの大切さを学びます。 

 

２．今後の展開  

今後、学校や地域、企業へチャレンジ体験メニューを周知・紹介し、モデル事業で得たノ

ウハウを活かし、それぞれの行事や訓練等に取り入れていただくよう働きかけを行い、学校

や地域、企業自らチャレンジ体験メニューを実施し防災意識や対応力を向上することができ

るよう横展開していきます。 

 

 

 

担当：危機管理室 計画係 

   室次長 黒須  

室次長補佐兼係長 鈴木 

   電話024-525-3793（直通） 

担当：消防本部予防課 予防係 

   課長 宍戸  

課長補佐兼係長 髙倉 

   電話024-534-9103（直通） 



気軽に楽しく防災について学ぼう︕
子どもたちや保護者、教職員が学校⾏事（運動会、
避難訓練、救命救急学習）に取り入れるチャレンジ
体験メニューを通して、災害時の３つの場面（平時、
災害発⽣時、避難⽣活時）への備えや対応⼒を学
びます。

学校⾏事 運 動 会 避難訓練 救命救急学習

日 時
５月１４日（土）

８︓３０〜１２︓００
※雨天時は１５日（日）に順延

５月２０日（⾦）
１３︓００〜１６︓００

７月１日（⾦）
１４︓００〜１４︓４５

チャレンジ
体験メニュー

・災害脱出救済リレー
・救援物資ジェスチャーゲーム

・防災給食の配付（児童・園
児）、実食（教職員）
・動画「デジタル防災訓練」

・コロナ禍での心肺蘇生法
・心臓マッサージ体験

災害時の場面 災害発生時、避難生活時 平時、災害発生時、避難生活時 平時、災害発生時



災害脱出救済リレー
災害発⽣直後に想定される障害を切り抜けながら
ゴールを目指す競技。 （１〜３年⽣）
がれきゾーンや網くぐりゾーン等の危険を回避し、
ゴールを目指すことで災害への対応⼒を学びます。

救援物資ジェスチャーゲーム
避難所で不⾜する物資をジェスチャーのみで伝え、
持ってきてもらう競技。 （４〜６年⽣）
避難所で必要となる物資やコミュニケーションの⼤切
さを学びます。

新聞紙スリッパでがれきゾーンを歩きます ジェスチャーで伝えて 必要な物資を運びます



吾妻山の噴火を想定し、小学校と幼稚園合同で保護者への引き渡しを含め
た避難訓練を⾏います。
また、訓練終了後、先生達が防災給食の実食や動画「デジタル防災訓練」
を視聴し、平時における事前準備や災害時の備蓄などについて学びます。



防災給食の実食 動画「デジタル防災訓練」の視聴
アルファ米を実食し、災害時
の備蓄について学びます。

情報の集め方や持ち物・服装等、平時にお
ける事前準備について学びます。

アルファ米

イメージです

災害時備蓄
アレルギー
物質不使⽤



災害発⽣時を想定し、6年生と保護者が「コロナ禍
の心肺蘇生法の講義と心臓マッサージ体験を通し
て、意識がない⼈・呼吸をしていない⼈への声かけや
AEDの使い方など救命救急について学びます。



学 校 地 域 企 業
対 象 子ども、保護者、教職員 町内会、育成会など 社員、家族

チャレンジ体験メニュー
災害時の場面 平 時 災害発生時 避難生活時

チャレンジ体験メニュー 動画デジタル防災訓練、防
災クイズ、子ども用防火衣着
装競争、はしご⾞⾒学、市
公式防災アプリ、防災講話

災害脱出救済リレー、心臓
マッサージ体験、防災借り物
競走、水消火器体験、物資
搬送リレー、バケツ消火リレー

救援物資ジェスチャーゲーム、
防災給食、炊き出し競争、テ
ント設営競争

学校や地域、企業がチャレンジ体験メニューを運動会や防災訓練等に導入し、
様々な世代が気軽に防災に触れ、災害時の３つの場面について楽しく学ぶこと
ができるような横展開を図ります。



令和４年３月１６日福島県沖地震による被害状況等
（令和４年５月１０日 午後５時現在）

住家等被害

1

2

3

罹災証明
申請件数 ７，２９６件（R3/2福島県沖地震時比 95.4％）
交付件数 ６，０４５件（交付率 82.9％）

市営住宅・復興公営住宅への入居世帯数

全壊 大規模半壊 中規模半壊 半壊 準半壊 一部損壊 合 計

137 196 361 740 1,275 3,336 6,045

全壊 大規模半壊 中規模半壊 半壊 準半壊 一部損壊 合 計

48 83 192 627 1,370 2,097 4,417

住 宅 申請期間 提供住⼾数 入居世帯数
市営住宅への仮入居 当面の期間受付 ２０⼾ １１世帯
復興公営住宅の提供（県） 3月31日〜6月15日 ３０⼾程度 １６世帯

被害棟数 ４，９２５棟
調査実施済 ４，４１７棟（進捗率 89.7％）


